
システムを観て、地盤を診るシステムを観て、地盤を診る

ＳＨ３４４０５自 動 三 軸 試 験 シ ス テ ム

システムがコンパクト、

高効率、高性能、高信頼性、

特殊仕様対応等ＨＭＤが提供出来る

技術を全て盛り込んで提供！！

＜写真は、（株）誠研舎 製作の２連構造試験機（ＳＨ３４２０５）・・２台と制御計測装置＞

特 徴
● このシステムは、土の四連三軸（ＵＵ、ＣＵ、ＣＤ、ＣＵ）試験を自動で行う事が出来ます。

試験の制御及び計測は、マルチロガーＨ１４０３が担当することで、高精度、高安定度の試験
が実行されます。完全独立載荷構造ですので任意な時間にＢ値、圧密、せん断試験が自由な条件で
遂行出来ます。変位計測の出来る等方圧密は基より、Ｋ０圧密が標準的に完備されております。
当然の如く、異なる試験を平行に行うことが出来、常に四連を稼働させる事が出来ます。
更に、使用している計測システムは液状化、動的変形試験の計測及び解析をもサポートしています。

センサー直結で、アンプはいりません。特殊な場合は、ＨＭＤ製アンプが用意されます。●
更に使用しているセンサー性能に、ご注目下さい。
センサー確認画面で、何時でも現在の値をモニター表示しています。

● 直径／高さ等の供試体情報画面、Ｂ値画面、ｌｏｇｔ圧密画面、応力－ひずみせん断試験画面、更に
強度特性画面等がリアルタイムで任意に何時でも確認出来ます。更に異方圧密では、Ｋ０圧密画面が、
液状化、動的変形試験では、波形画面他が用意されております。

● 見て、使って安心出来るシステムです。
試験中に停電しても、回復後状態に異常がなければ継続して試験が実行されます。
高機能、高精度のシステムを維持する各種の設定が内部保存及びディスクから与えられますので、
極めて簡単に使用出来ます。熟知する事で、更に高度な使用が可能となります。

● 故障の少ないシステムです。もし故障した場合は、敏速なメンテナンスが提供されます。
パソコンに頼らない制御、計測のため息の長いシステムとなります。データ収集及び解析は、
ユーザー手持ち若しくは最新パソコンを利用する事で、安価に高速処理化が出来ます。

● ＩＳＯ体系の校正証明書が添付されます。ユーザーにて自らシステム及びセンサーの校正が出来ます。

お問い合せ
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定格■
．電源電圧： ＡＣ１００Ｖ １０Ｖ ５０／６０ＨＺ ．温度範囲： ０～４０ ．湿度範囲： ８５％ＲＨ以下◆ ◆ ◆± ℃
．雰囲気 ： 腐食性ガス等を含まぬ、１気圧の大気中 ．消費電力： ２００ＶＡ以下◆ ◆

構成■
．載荷枠／三軸室：２台／２台（キャスター付き２連構造試験機・・・Ｗ１２００ｘＨ１５００（タンク含まず）ｘＤ６００）・・・２式◆
．センサー ：荷重計 ５ｋＮ＊４ 間隙水圧計／セル圧計 ７００ｋＰａ＊８◆

体積（微差圧計） ５０ｃｃ＊４ 変位計（リニアゲージ） ３０ｍｍ＊４
．制御装置 ：モーター ４台 電空変換器 ４台 電磁弁 一式（必要数）◆
．表示器 ：セル圧／背圧／真空圧メータ １式（必要数） 載荷速度 ４台◆
．制御計測装置 ：マルチロガーＨ１４０３（ひずみアンプ１６ﾁｬﾝﾈﾙ、リニアゲージ４ﾁｬﾝﾈﾙ）◆
．データ保存 ：３．５インチフロッピーディスク及びネットワークを通してパソコンに保存◆
．解析 ：ユーザ手持ちパソコンに、ＨＭＤウィンドウズ解析ソフトをインストール◆

システム性能及び仕様■
．載荷枠 ： ２連独立載荷構造（耐荷重各連５ｋＮ）・・２式◆
．供試体寸法 ： φ３５ＸＨ７０及びφ５０ＸＨ１００ｍｍ◆
．サンプル時間： Ｂ値は、１秒ステップ 等方圧密は、√ｔステップで最大９９９９ｍｉｎ 異方圧密は、１秒～９０分ステップ◆

せん断は、静的試験では１～９９９秒又は、0.001～9.999％の軸ひずみ量 液状化／動的では、２～９９９ｍＳＥＣ
．サンプル数 ： Ｂ値は、圧密前及び圧密後 等方圧密は、最大２８個 異方圧密は、最大９９９個◆

せん断は、静的試験では最大９９９個 液状化／動的では、最大４３０００個
．センサー表示： すべてのセンサーは、マルチロガーの画面で、各セル毎に何時でもモニター出来る◆

セル圧及び背圧は、載荷枠パネルにメータで示される
．試験項目 ： Ｂ値は、Ｂ値画面で何時でも開始及び終了出来る◆

圧密（等方、異方）は、圧密画面で何時でも開始及び終了出来る
自動又は手動制御で開始され、自動又は手動により終了する
せん断（圧縮／引張）は、圧密終了による自動開始及びせん断画面で何時でも開始及び終了出来る
尚、せん断試験開始に当たっては、設定荷重値を与えスタート点とする事も出来る

．センサー初期値：各センサーは、セルに試料設置後、制御操作で自動的に制御用初期値を取得する◆
又、試験中以外であれば何時でもモニター及び計測用に初期値を取りその点をゼロとする事が出来る
尚、各試験の開始時に自動的に初期値を取ることも出来る

．センサー監視： 試験中センサーが設定された定格値に達すると、警報及び試験機の一時停止を行いシステム損傷を未然に防止する事が◆
出来る 対象センサーは、すべて又は任意に設定出来る

．センサー校正： 各センサーは、試験中以外であれば何時でも基準センサー若しくは治具を用いてユーザー自ら校正を行うことが出来る様に◆
校正画面が用意されています

．測定精度 ： 使用センサーにより以下のように制限される◆
荷重値／間隙水圧値／セル圧値／体積値 は、定格値の±０．２５％以上 変位値 は、 ０．００３ｍｍ以下の誤差±

．試験機制御 ： セル圧＊４、背圧、軸速度（含む停止）＊４、制御に必要なその他◆
＜制御仕様＞
分解能 ：１６ビットＤＡ（ １／３２７６８）±
セル圧 ：電空変換器（ＥＰ） 、１０～７００ｋＰａ 各セル共通
軸速度 ：ＤＣサーボモーター 、０．００２～２ｍｍ／ｍｉｎ 速度表示は、０～１．９９９ｍｍ／ｍｉｎ 各セル共通
背圧(OP)：電空変換器、１０～７００ｋＰａ
軸圧(OP)：電空変換器、１０～７００ｋＰａ、液状化／動的波形発生及びサーボ制御

．給水／排水装置：脱気水槽、各セル水槽、真空タンク他◆
．使用エアー ：一次圧９００ｋＰａ以上、内部圧８５０ｋＰａ以下に、減圧して使用 エアードレ－ン取り付け◆

自動制御フロー■
本システムは、基本的には以下の順序で試験が移行されます
各段階で手動終了若しくは停止が起こった場合は、任意の段階からやり直しが出来ます
尚、各セルは、完全独立に行うことが出来ます

．試料設置 ： セルに試料設置（センサーの制御用初期値の取得操作）、セル水注入、ガス通し、正圧又は２重負圧通水①
．試料制御 ： 通水監視、試料密着、背圧供給（セル圧連動制御）②
．前Ｂ値 ： 排水弁閉、所定セル圧値まで漸増、Ｂ値計測開始（間隙水圧、セル圧）、Ｋ０では自動終了後元圧に戻し次へ③
．等方圧密 ： 排水弁閉、所定セル圧値まで漸増と同時に軸荷重値（ピストン摩擦補正）も制御、排水弁開と同時に④

＜随時変位計測モード＞ 計測開始（排水量、変位量）、自動終了（時間／３Ｔｅ法）まで軸制御、自動終了後次へ
＜圧密後変位計測モード＞計測開始（排水量、変位量）、自動終了（時間／３Ｔｅ法）まで軸無制御、自動終了後次へ

．圧密後変位： 軸制御及び変位計測、自動終了後次へ⑤
．異方圧密 ： 排水弁開、所定軸差応力値まで所定時間で漸増する為の軸制御、及びＫ０値制御の為のセル圧制御、計測開始（荷重、変位、⑥

間隙水圧、体積、セル圧、予備）、軸漸増又はセル圧漸増、自動終了まで軸及びセル圧制御、自動終了後次へ
．後Ｂ値 ： 排水弁閉、所定セル圧値まで漸増、Ｂ値計測開始（間隙水圧、セル圧）、自動終了後元圧に戻し次へ⑦
．せん断 ： 所定の軸ひずみ速度でせん断試験開始、設定荷重値を与えスタート点とする事も出来る⑧

計測開始（荷重、変位、間隙水圧、体積、セル圧、予備）、自動終了（終了ひずみ、破壊、サンプル数）後次へ
．終了制御 ： 軸原点移動、セル圧を背圧まで減圧制御して制御のすべてを終了⑨
．試料除去 ： 背圧減圧、セル水戻し、ビュウレット排水、試料取り出し及び必要なその他の作業⑩

補助制御 ： 任意速度及び時間で軸制御（センサー監視／無し）、任意圧にセル圧制御（センサー利用／無し）

ＨＭＤ ウィンドウズ解析ソフト（地盤工学会様式対応）■


